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 制度の概要

東京都内の中小企業等による小規模な削減・吸収活動をJ-クレジット制度における「プログ

ラム型プロジェクト」を活用してクレジット化する取組を支援することで、都内中小企業等

によるクレジット創出を促進し、カーボンクレジット取引を活性化することを目的としてい

ます。

都内中小企業等との幅広いネットワークを有する支援機関等と連携してプログラム型プロジ

ェクトを運営し、都内中小企業等の削減・吸収活動のクレジット化に取り組む事業者を公

募・選定し、令和7年度から令和9年度までの3か年度にわたり、成果連動型の協定金により

その取組を支援します。

 支援内容

□ 成果連動型協定金

令和7年度1,600万円 令和8・9年度2,000万円

□ インセンティブ制度

成果報酬±400万円

 対象となる取組

【省エネルギー設備導入】

【再生可能エネルギー利用】

【森林管理によるCO2吸収】

 対象者

※支援機関等：金融機関、経済団体、業界団体、地方自治体、その他都が認める機関

 戦略的分析

【採択のポイント】

【段階的なステップアップ戦略】

 J-クレジット制度の分野構成

プログラム型の特徴：複数の中小企業の取組をまとめてクレジット化が可能

個社実施との違い：事務負担軽減と効率的なクレジット創出を実現

 活用分野と取組例

活動分野 代表的な取組例

省エネ設備 高効率エアコン、LED照明、省エネ給湯器導入

再生可能エネルギー 太陽光発電、太陽熱利用システム設置

燃料転換 重油から都市ガス、電気への転換

工業プロセス 製造工程の効率化、廃熱回収システム

森林経営 適切な森林管理によるCO2吸収量増加

 採択率向上のポイント

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

様式1（申請書）

提案企画書

様式2（資金計画）

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://www.program-credit.metro.tokyo.lg.jp/

申請書類 様式1・2はWebサイトからダウンロード可能

お問い合わせ 東京都 産業労働局 産業・エネルギー政策部 計画課

カーボンクレジット取引推進担当

TEL：03-5000-7723

[email protected]

プロジェクト運営に係る経費を基準額で支援

事業成果により協定金額が増減する仕組み

成果報酬として年額-160万円～+400万円

クレジット創出実績に応じた追加支援

高効率空調設備の導入

LED照明への更新

省エネ型給湯設備の導入

太陽光発電設備の設置

太陽熱利用システムの導入

その他再エネ設備の導入

適切な森林管理による吸収量増加

日本国内に法人格を有している団体であること

カーボンクレジットの創出又は創出支援に関する実績を有していること

都内中小企業等との幅広いネットワークを有する支援機関等との業務提携体制を構

築していること



J-クレジット制度への深い理解と実績が評価される

都内中小企業との具体的なネットワークの構築実績が重要

プレゼンテーション審査で実現可能性を明確に示すこと

書類審査通過を最優先に募集要項の要件を確実にクリア

支援機関等との提携実績を具体的に提示

中長期的な事業継続計画を明確に策定

事業実績の具体化：カーボンクレジット創出・支援の具体的な実績を数値で示す

ネットワークの可視化：支援機関との提携契約書等の具体的な証拠を提示

プレゼン準備：書類審査通過後の審査会で実現可能性を明確に説明

継続性の証明：協定終了後の事業継続に向けた具体的計画を策定

J-クレジット専門家：制度理解と申請書類作成のサポートを受ける

プレゼン支援：審査会でのプレゼンテーション資料作成と練習

ネットワーク構築：支援機関等との連携体制構築をサポート

事業計画策定：中長期の継続可能な事業計画の策定支援

必要項目の漏れなく記入

法人格の確認書類添付

代表事業者の明確化

PDF15枚以内、10MB以内で作成

プロジェクト内容の具体性

支援機関との提携体制明記

3か年の詳細な資金計画

成果連動型の収支予測

事前準備期間

提案企画書作成、支援機関との提携体制構築に1-2か月程度。J-クレジット制度の理解が

重要。

公募期間

2025年7月14日（月）～9月19日（金）正午

東京都産業労働局へメール提出。

書類審査

9月下旬～10月上旬（予定）

審査会

10月中旬頃（予定）

書類審査通過者のみプレゼン審査

協定締結

2025年11月～事業開始

令和10年1月までにクレジット認証必須
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